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巧覇類のヤスデの産卵習性の報宵はまだないようである0 =が巧はか豫の皿ケ嶺で夏季に 
.ヒ导タヤスデが袍卵しているのを4回も觀察しをが1950年の7巧抱卵中の4個體を見つげ 
それらが$であるのを確かめた 0 抱卵が憩を圖示してある 0 
/ 2が上が灾一^ゲジゲジの發育について（豫報）——同上机が), 6圆 
前班結か1949年度第2固12に同じもの。擲が新にがわっている0 


サジ リノ 


◊新村太朗巧の御好意で题立科學廣物館勸扬學課に預ってをるボルネオ産とい うサツ、)敢 
びサソリモドネの摄晶を調べる機會に惠まれた。サソリは乾品でを時の姿離に近く固定き 
れてあり見榮がずる0私にはお馴染のチャグロサソリ Heteroinetrus Ion 这 iwanas 1扣 gi- 
nianus (Herbst) で成雖とまだ成長の餘地のある雌とが立派な木箱に收まっていた（巧5ひ 
年 nj 5日）。 

◊お古屋にがける 目 本動物擧會大會藏2目 （1950 年10巧8 H) に宮峰懷巧（岐阜大學學藝 
學部生物巧绝き）にお目にかかりビルマ産というサソリの標嚴（乾晶）を巧いを。御芳忘 
を深く謝する 0ビルマ 產のサソリを擒するのはこれが2度目どと思う。ナヤグロサソリの 
るで獅が器殘戴は左を共巧本をっを。どうして巧がこの標品を入手なきったかそのホ曲が 
中々面白いからみに御披證す，る。 

01942年の暮巧かにを晦巧が送った慰問袋はピルマに巧な中の陸軍伍廣山巧某氏の手には 
いっを 0 これを機蘇に慰問ぶを送るうら，當時師範生どっを宮崎巧が生物を非常に愛好し 
海外の動柄を欲していることを知ったのか山巧伍長はサソリを紙にをか手紙と共に封筒に 
入れて送ってホを。軍醫に藏辭藥を法射して黃って殺しをと暫いてをったが採集地は敎え 
て賞えなかっを0それで宮嚼巧は手許の參考書でサソリのことを調べ r 軍隊用サソリ解說 J 
とでもおづける.ようなものを1がの紙に專いた 0 翻解と典に形態 • 習性•産地等を記し御 
禮の意味で送っを。これボを緣の間で巧當讚まれ參考になり悅ばれをと後穗手紙を賞ク 
を 0 當時]技歲のモ供のこととて送って頂い をサソ9も 卞五ヤマサソリとした有樣でをった 
が異境にあってはこんなモ供の書いたものでも喜ばれをものかも知れない。出巧伍長り御 
消息は其の後文通もせ絕して判らなくなった。 



[夕没） 


〇濱松のル川一努巧からサソ リの標 品2瓶を頂いを （3951 年3巧 ）0 それらは年ョクトウサ 
ソリ であるが產地ゃ採集年月日，採集を名等は今では判らなくなつている0みに備をとし 
て數値を韻げて禪く。 

性 頭顺底 獅狀器睹數 

1$ i 6 +1え•弓 = 18.5 耗 を20枚，左凱な 

2 9 4牛9 = 13 右19， 左巧 

3を 5.5 + 13.5 = 19 を把， 在班 

4 9 5 + 16.5:^21.5 右18， 左12な上く一部巧損） 

體艇大し節間臓が延びている場をにはどうしでも前腹部長は大きい値になる0 No .4 は 
その1例でをる。（商•島臀躍） 

カ ニム シノ ー ト 

◊京额大學農學都佐乂關梅雄巧が19が年4巧中お京都巿左京區のを屋內で採り種名を知ら 
せて欲しいと送ってホられたのはみお巧サよ巧的といわれるイぶカニムシ Chelifer cancr- 
oides (Linn さ）であっを。これはな本でも普通のカュムシ故 1" 阿本■動物鹽鑑」などに陶を 
されていぬの力;不，昆議な位でをる。イエカニムシという名は私は森パ1閣康巧の「四國酸蜘 
蝶類•を足類目錄 J(l 9 45) で薇えたのであるから森川巧か•其の時をあされたもので去ろう。 
繫近 r 採集と飼育」第13營敏4就 (1951) にを觸惇巧がこの種類をナミカニムシという名 
で書いでいるので罔氏に伺っをら標本盛定者岸巧义ま巧がそういう《で知らせて下さっを 
とのこと故，岸巧巧か新に禪ばれたものであることが判っを。 

◊1949 年7巧高が-女子大擧石川亟治郞氏から種名をおらせて，欲しいとわ送り下さっ た カニ 
ムシ2種は Roncus ( Roncns) japonicus (Kllingsen ) と Tyranno 地忱 onius japonicns 
(Ellingsen) に同をした。穏品は窩知爲校2年を川澤哲ホなが嵩が縣窩尚郡上ノ加な:巧■で 
お集しをものでをる。これを調べを時判ったことだが「改訂卷補目本動拘圆鎭 J (1947)に 
アギトツ チ々 ニムシ（巧な 名ヨツメ カ ニムシ，ツチ カ ニムシ） Gnathochthonius japonicus 
Ellingsen とあるのは上記 T. ja を cmici 旧と同種であるのどが Gnathochthonius なる源 
をはを圃鑛で岸旧义吉氏がお使いになった新しいあでをった。で japonicus に對しては 
择西巧は 19] 5年にはイボカニ ムシ， 1犯7年にはョツメカ ニムシく 別 あ アギトカュムジ ，ツ 
チカ ニ ムシ）としておられる0どれがよいか迷うがアギトツナカ ニムシ （上記樹鑑で 新し 
く澡ばれをを）に敬意を表することにしよう0 

◊東大か脇潔敎授が1躬0年5巧说曰東大理擧部鼠小屋の中で偶が採集きれたカニムシを1 



